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論  文  内  容  の  要  旨  

 

 

 メディアによる特定の自殺報道がその後に模倣自殺を引き起こすことはよく知られ

ている。わが国では、過去 20 年間に２種類の手段による自殺の流行とメディアによる

過熱報道が起こった。しかしながら、自殺報道ガイドラインの遵守という視点からのメ

ディアの自殺報道の質の評価に関する研究は今日まで行われていない。そこで、本研究

では、2003 年 2 月 11 日から 2010 年 3 月 13 日までの我が国の練炭及び硫化水素を用い

た自殺に関する新聞記事（ n=4007）を分析した。対象記事は自殺報道ガイドラインの遵

守度合いで評価した。ガイドラインからの逸脱の程度を数値化した違反度数（violation 

score）点数の平均は、記事全体で 3.06(±0.7)、練炭自殺報道記事で 3.2(±0.8)、硫

化水素自殺報道記事で 2.9(±0.7)であった（ p<0.001）。自殺報道ガイドラインで推奨

される項目について、自殺手段を記載しないこと、自殺後の状態を記載することの２項

目を除き、遵守度は改善していた。メディアの自殺報道による模倣自殺を防ぐためには、

特に、自殺手段を記載しないこと、自殺後の状態を記載することが重要であると思われ

る。 

 
 


